
人権学習展開例〔第５学年〕

１ 主 題 異なる価値観・文化

２ 教材名

1７ アイヌとキツネ

３ 主題・教材について

人には人それぞれのものの見方・感じ方・考え方がある。また、住んでいる地域によっ
て、文化や風習、習慣等における違いが存在する。このような違いを認め合うことが、互

いの生き方をより豊かなものにすると考えられる。
この教材はアイヌの人たちの中で大切に語り継がれてきた民話を元に創作された物語で

ある。アイヌの人たちの自然観や世界観に触れ、大自然と共に生きる人間の有り様につい

て考えさせたい。その上で、異なる価値観を肯定的に捉える態度を培いたい。さらには、
立場の異なる者が共に生きるためには、互いに自分の思いを述べ、相手の願いを受け止め

ることが不可欠であり、そこから、価値観のすり合わせが図られ、共生社会の実現に向か

うことを学ばせたい。
（関連教科・領域：国語、社会、道徳）

４ ねらい ・アイヌの人たちの自然観・世界観について理解する。
・多様なものの見方・考え方・感じ方を肯定的に捉える態度を身につける。

５ 展開例

過程 主な学習活動 指導上の留意点 備考

導 ・アイヌについて知る。 ・アイヌに関する基本的な事項を説明 ※参照

入 する。

・第１段落（最初～５４ページ４行目）を ・自然（他の生き物）と共生共存して 参考資料

読み、アイヌの暮らしぶりを考える。 いたことを押さえる。 「川は魚の

道」（教材の
展 あとがき）

・第２段落（５４ページ５行目～５７ペー ・アイヌの言葉を解説する。
ジ６行目）からキツネ（立場の異なる チャランケ：談判

者）の主張を読み取る。 アイヌ：人間 など

・「このままでは、たいへんなことにな ・人間が自分勝手なことを考えている
る」（５６ページ１０行目）とはどうい ことを押さえる。

開 うことか、話し合う。

・第３段落（５７ページ７行目～最後）を

読み、アイヌの自然観・価値観について
話し合う。

・異なる価値観をもつ者が共生するために ・「チャランケ（談判）」に注目し、
ま 必要なことについて考える。 互いの意見を納得のいくまで話し合

と うことの必要性と重要性に気づかせ

め たい。

【教材の出典】 『アイヌとキツネ』（小峰書店）

※ アイヌ民族は、独自の文化や言語をもつ北海道の先住民族で、北海道に約２万人がくらしています。
（「中学社会 地理的分野」日本文教出版より）

アイヌの人たちの生き方を知ろう。

立場の異なる者の思いを知ろう。

アイヌの人たちの生き方について考えよう。


